北一輝と朝鮮人問題をめぐる覚書 : 松代大本営跡を訪れて by 恒木 健太郎
































― 38 ― 
白に区別される。「日本人」はすべて清廉潔白であり、「半島人」の血が混じっている者はすべ
て「反日」的なるものとみなされるのである。 





























― 39 ― 
 































































― 41 ― 
ま君民の水平的結合をうたい排外主義（レイシズム）とは距離をおいていた北一輝の思想が求
められているのかもしれない。 
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